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品質歩留向上・・・・・・・多段ゾーニング構造で、たまごを徐々に昇温するため、品質が安定します

ボイル式の様な急激なヒートショックがないため破卵率を低減できます 

         

ランニングコスト低減・・蒸気使用量（40～150kg/H）電気容量（0.4kw/H）とも省エネルギー設計

赤外線式装置、ボイル式装置と比較し大幅に製造コストを削減できます 

 

省スペース・・・・・・・・・・搬送コンベアを多段式にし、コンパクトな設計にしています 

赤外線式装置、ボイル式装置と比較し省スペースで設置可能です 
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